
 

 

 

三重県熊野古道センター（仮称）基本的な考え方（案） 施設整備編 

■ ネットワークイメージ 

東紀州全体に広がる熊野古道をカバーしていくために、既存の施設を利用して情報発信等を行

うための施設として地域センターを設置する。 

それぞれの特性から大きく分けて、下記の３タイプが考えられる。 

l Ａタイプ：峠出入り口付近の施設（ビジターセンター/地域交流）. 

l Ｂタイプ：博物館・郷土資料館（学術研究） 

l Ｃタイプ：道の駅・JR 駅・観光案内所（ビジターセンター）. 

● 峠の出入り口 

● 道の駅 

● 博物館、郷土資料館  

● JR 駅 

l ツヅラト花広場 

l 馬越公園 

l さぎりの里 

l 紀伊長島マンボウ 

l 海山 

l 熊野きのくに 

l パーク七里御浜 

l 紀宝町ウミガメ公園 

l 紀伊長島町立郷土資料館 

l 海山町郷土資料館 

l 尾鷲市立中央公民館郷土室 

l 歴史民俗資料館（熊野市） 

l 鉱山資料館（紀和町） 

l 紀宝町ふるさと資料館 

l ふるさと歴史館（鵜殿村） 

l 梅ヶ谷 

l 紀伊長島 

l 三野瀬 

l 船津 

l 相賀 

l 尾鷲 

l 大曽根浦 

l 九鬼 

l 三木里 

l 賀田 

l 二木島 

l 新鹿 

l 波田須 

l 大泊 

l 熊野市 

l 有井 

l 神志山 

l 紀伊市木 

l 阿田和 

l 紀伊井田 

l 鵜殿 

● まちかど博物館 

※ 今後、運営方法を検討するなかで各施設について、ヒアリング調査を行い、地

域センターとしてどういう取り組みができるのか、検討を行いつつ、既存施設管

理者と交渉を行う。 
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